
カ
ナ
ダ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
で

交
流

１
月
最
初
の
授
業
は
、
三
尾

と
カ
ナ
ダ
を
繋
い
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン
・
カ
ナ
ダ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ツ
ア
ー
で
し
た
。

国
内
外
の
カ
ナ
ダ
移
民
と
い

う
ワ
ー
ド
で
繋
が
る
様
々
な
人
々

が
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て
一
堂

に
会
す
る
壮
大
な
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
そ
ん
な
中
、
語
り
部
ジ
ュ

ニ
ア
は
15
分
の
枠
を
も
ら
い
、

英
語
で
自
分
た
ち
の
活
動
内
容

を
発
表
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
と
い
う
も

の
自
体
が
新
し
く
、
い
き
な
り

世
界
に
開
か
れ
た
大
舞
台
で
、

し
か
も
英
語
で
の
発
表
。
さ
ぞ

か
し
緊
張
す
る
だ
ろ
う
と
い
う

心
配
を
よ
そ
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
た

ち
は
三
尾
の
紹
介
や
自
分
た
ち

が
普
段
ど
う
い
う
活
動
を
し
て

い
る
の
か
を
、
堂
々
と
画
面
の

向
こ
う
の
人
達
に
話
し
ま
し
た
。

画
面
の
向
こ
う
で
は
、
日
本

や
カ
ナ
ダ
の
大
学
で
移
民
の
研

究
を
さ
れ
て
い
る
先
生
方
や
日

系
プ
レ
イ
ス
の
館
長
さ
ん
は
じ

め
、
三
尾
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
日

系
三
世
や
四
世
の
方
々
な
ど
、

普
段
の
生
活
の
中
で
は
会
う
こ

と
が
で
き
な
い
人
達
が
沢
山
聞

い
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
移
民
の

歴
史
に
価
値
を
感
じ
保
存
に
力

を
注
い
で
い
る
方
た
ち
に
混
じ

り
、
若
い
世
代
も
こ
の
よ
う
に

学
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
素
晴
ら
し
い
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

報
告

出
石

大
三
尾
へ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

１
月
31
日
は
、
大
三
尾
を

ま
わ
り
ま
し
た
。

大
正
元
年
に
作
ら
れ
た
と
い

う
堤
防
と
台
風
被
害
に
よ
り
２

度
に
わ
た
り
作
ら
れ
た
現
在
の

堤
防
、
そ
し
て
製
塩
遺
跡
（
塩

を
作
っ
た
跡
）
や
工
野
儀
兵
衛

翁
の
生
家
を
紹
介
。
三
尾
は

「
風
早
（
か
ざ
は
や
）
の
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
風
が
き
つ

く
、
台
風
の
通
り
道
で
も
あ
り

ま
す
。
大
三
尾
が
一
望
で
き
る

高
台
か
ら
は
、
民
家
の
屋
根
が

漆
喰
で
固
め
ら
れ
て
い
る
理
由

を
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
の
ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
の
口
々

か
ら
は
「
ケ
リ
ー
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
お
家
に
寄
れ
て
良
か
っ
た
」

と
感
想
が
出
て
い
ま
し
た
。

報
告

三
尾

２
月
14
日
は
、
カ
ナ
ダ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
お
い
て
、
東
大
生
や

京
都
外
大
生
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
を
持
ち
ま
し
た
。

今
回
も
、
東
大
生
で
あ
り
、

三
尾
区
の
親
善
大
使
で
も
あ
る

岩
永
淳
志
君
が
企
画
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
は
、
前
回
と

違
い
、
緊
張
感
も
解
け
た
よ
う

で
、
地
元
の
お
祭
り
を
紹
介
す

る
な
ど
楽
し
そ
う
に
和
気
あ
い

あ
い
と
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
講
師
陣
も
参
加
し
、

若
者
た
ち
と
の
ト
ー
ク
を
楽
し

み
ま
し
た
。

報
告

三
尾

第 ４号 語 り 部 だ よ り ２０２１年 ３月 25日

語
り
部
だ
よ
り

岡本亜樹 （中学２年生）

美浜町の松洋中学校に来て、「三尾」

という所があると知り、三尾について

知りたいと思い、この語り部ジュニア

に参加しました。

自分が学んだことを、日本の人にも

外国の人にも伝えれるように頑張って

いこうと思います。

よろしくお願いします。

祭本知里 （中学１年生）

私がこの活動に参加した理由は、姉

がこの活動をしているのをみて、楽し

そうだと思ったからです。

その他にも、三尾について勉強して

みたいと思ったからです。

これからもたくさんの体験などをし

て、三尾のことについてもっと知りた

いと思っています。

よろしくお願いします。

発行
NPO法人

日ノ岬・アメリカ村
語り部部会

Ｌｅｔ’ｓ ＫATARIBE

〒644-0045
美浜町三尾778
旧三尾小学校内

ＴＥＬ：0738-20-9015
ＵＲＬ：americamura.

wakayama.jp

授
業
風
景

参加者たちとの記念撮影 2021.1.10

東
大
生
×
京
都
外
大
生
×
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｅ

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

第
二
弾
！

みんなで記念撮影。３台のパソコン
で３組に分かれ、交流を持ちました。

この日、成人を迎えた
栗林さんは晴れ着姿で参加！

高台からの眺めに、みんな感動！



小
三
尾
へ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

２
月
28
日
は
、
小
三
尾
を
ま

わ
り
ま
し
た
。

小
山
甚
蔵
追
思
碑
や
洋
館
の

名
残
の
あ
る
Ｉ
氏
邸
を
紹
介
。

逢
母
で
は
、
空
襲
に
よ
り
21

戸
が
焼
失
し
、
犠
牲
者
も
出
た

こ
と
。
基
礎
だ
け
残
っ
た
ベ
ー

ス
メ
ン
ト
跡
は
、
そ
の
時
の
名

残
で
あ
る
こ
と
。
磯
辺
で
は
、

磯
や
浜
で
火
を
焚
き
、
船
で
沖

を
通
る
移
民
者
を
見
送
っ
た
こ

と
を
。
三
尾
の
小
路
は
、
昔
よ

り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
整
備
さ
れ

て
お
り
、
移
民
者
に
よ
る
寄
付

が
大
き
い
こ
と
を
説
明
。

三
尾
は
、
小
さ
い
地
区
で
は

あ
り
ま
す
が
、
色
々
な
歴
史
が

詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま

し
た
。

報
告

三
尾

ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
は
今
、
朝
日

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
歴
史

に
関
す
る
英
文
を
日
本
語
に
翻

訳
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
新
朝
日
軍
は
、
戦
前

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
大
活
躍
し
た

朝
日
軍
の
功
績
を
継
承
し
、
若

い
世
代
に
野
球
を
通
じ
て
様
々

な
人
た
ち
と
交
流
す
る
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
カ
ナ
ダ
商
工
会
議
所
会

頭
で
こ
の
新
朝
日
軍
の
創
設
者

の
一
人
で
も
あ
る
サ
ミ
ー
高
橋

さ
ん
に
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
一

期
生
は
一
昨
年
の
カ
ナ
ダ
訪
問

中
に
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。

完
成
し
た
翻
訳
文
は
、
朝
日

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
中
学
生

に
は
少
し
難
し
い
課
題
で
す
が
、

わ
か
ら
な
い
言
葉
を
辞
書
で
引

い
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
な
が
ら
少
し
ず
つ
作
り
上

げ
る
と
い
う
作
業
を
通
じ
、
単

に
翻
訳
と
い
う
作
業
を
経
験
す

る
だ
け
で
な
く
、
日
本
と
カ
ナ

ダ
の
新
し
い
絆
を
作
っ
て
い
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

次
回
の
日
本
遠
征
時
に
三
尾

で
交
流
で
き
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

報
告

出
石

第 ４号 語 り 部 だ よ り ２０２１年 ３月 25日

3月も半ば頃になると、

海辺では「ミャー ミャー」
と鳴き声が聞こえ始める

ようになります。
ウミネコが海猫島に集ま

り始めるのは、3月頃からで、

産卵と育雛を終え、7月末
頃より離島していきます。
子どもたちは、それまでに

親から飛び方やエサの取
り方を学びます。

特徴は、

くち ばし
の先端に

赤と黒の
斑点があ
ることや、

黄色い虹彩と周りに赤いア
イリングがあること。また、

英名ではＢＩａｃｋ-tailed gull

と言われ、尾羽の黒帯も特
徴的です。

かつては、2000羽を超
える年もあったようですが、
産卵区域に人が入ったこ

とで一時は減少。最近では
トンビによる被害もあるせ
いか、飛来数は減ってます。

いつまでも、やって来て
もらいたいものですね。

ウミネコ

編
集
後
記

や
は
り
、
報
告
事
項
満
載

で
す
！

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す

が
、
色
ん
な
方
の
ご
協
力
や

ご
縁
で
、
語
り
部
ジ
ュ
ニ
ア

の
活
動
も
前
進
し
て
い
ま
す
。

感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

発
行
が
遅
れ
た
分
、
取
り

戻
し
ま
す
！

今
回
は
、
紙
面
の
都
合
上
、

「
講
師
自
己
紹
介
」
は
割
愛

さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。三

尾

公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
「
移
民

で
つ
な
が
る

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
１
」

和
歌
山
ア
メ
リ
カ
村

Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ａ

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ

公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
号
で

も
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、
研

究
者
に
よ
る
「
研
究
成
果
の
地

域
へ
の
還
元
」
な
ど
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

初
回
の
昨
年
12
月
28

日
に
は
、
和
泉
真
澄

先
生
（
同
志
社
大
学

グ
ロ
ー
バ
ル
地
域

文
学
部
ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス
教
授
）

に
よ
る
カ
ナ
ダ
移
民
の
背
景
と
、

向
こ
う
で
の
生
業
を
中
心
に
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
和

歌
山
県
だ
け
で
な
く
、
他
県
の

カ
ナ
ダ
移
民
に
つ
い
て
も
ご
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。

公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
「
移
民

で
つ
な
が
る

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
２
」

２
月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
理
事
で
も

あ
る
安
藤
妃
史
さ
ん
が
「
身
内

か
ら
見
た
三
尾
カ
ナ
ダ
移
民
」

を
テ
ー
マ
に
戦
前
期
に
カ
ナ
ダ

に
移
民
と
し
て
渡
っ
た
ご
家
族

の
お
話
を
。
そ
し
て
、
岩
永
淳

志
君
よ
り
「
ア
メ
リ
カ
村
の
看

板
婆
さ
ん
」
の
一
生
と
し
て
、

中
津
フ
デ
さ
ん
の
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

語
り
部
ジ
ュ
ニ
ア
に
と
っ
て
、

カ
ナ
ダ
移
民
の
時
代
を
生
き
た

方
々
に
つ
い
て
の
実
際
の
お
話

は
と
て
も
貴
重
で
す
。
し
っ
か

り
と
学
び
、
語
り
つ
な
い
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
時
、
空
襲
の
光
景
を
見
た
方

の
手
記
を
読
み
上
げ
て
説
明
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
朝
日
軍

ス
ト
ー
リ
ー
を
翻
訳
中
!!

幼鳥の毛は褐色ですが、成長
になるにつれ生え変わります。


